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参考

建設産業人材確保・育成推進協議会について（概要）

１．設置及び活動目的
建設産業人材確保・育成推進協議会は、都道府県ごとの建設産業人材確保・育成推進

協議会（若年建設従事者入職促進協議会）等の全国組織として平成５年８月に設置され
たものであり、建設産業への入職の促進にとどまらず、入職後の人材育成・活用・定着
等幅広い人材対策の総合的な推進を活動目的としている。

２．重点事項
「技術と技能に優れた人材が生涯を託せる産業を目指して」を目標として、以下の内

容に重点を置いた活動を実施する。
（１）人材の確保・定着に資する建設労働の社会的評価の向上
（２）教育訓練機会の確保と訓練効果の向上
（３）建設業退職金共済制度等の福利厚生制度の推進
（４）基幹技能者その他の資格制度の活用推進

３．体制
(１)事務局は、(財)建設業振興基金に設置する。
(２)事務の運営は、国土交通省総合政策局労働資材対策室及び(財)建設業振興基金が
共同で行う。

(３)構成団体
・各都道府県建設産業人材確保・育成推進協議会等
・建設産業団体（総合工事業団体、専門工事業団体及び建設関連業団体）
・雇用・能力開発機構、中央職業能力開発協会、勤労者退職金共済機構、建設業労
働災害防止協会、(財)建設業振興基金、(財)建設業福祉共済団、(財)建設産業教
育センター

・日本建設産業職員労働組合協議会、道路建設産業労働組合協議会、建設連合、全
国建設労働組合総連合

・国土交通省、厚生労働省、文部科学省、農林水産省

４．活動内容
(１)建設産業人材確保・育成推進活動の実施
① 全国会議
② 地方ブロック会議

(２)各都道府県建設産業人材確保・育成推進協議会等における諸活動の実施
① 建設事業者の採用・定着活動支援
② 現場見学会
③ 現場実習
④ 高等学校等進路指導教諭との意見交換 等
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